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「伝承」ということばは抽象的である。しかしながら、端的にいえ
ば、人が生きていくなかで受け継ぎ、伝えていく営みであるということになろう。受け継ぎ、伝えていくものとは何であろうか。それは言葉、生活習慣、意識や価値観、技などわたしたちの生きざまにかかわるすべてではなかろうか。わたしたちが今生きていると うことからいえば、 そもそもの生命からして受け継がれてきたのだ。 現代社会の、否、人間社会の在りようを問うてみるなら、そし 、人間ばかりでなく生き物の世界、自然界の生命に思いを馳せても、生きると うことは普遍的な自然の摂理のなかにある。 そのように想定 みる 、 「伝承」ということばがわたしたちの社会や文化を考える鍵になると思われてくる。
 
 
学問の世界では専門的な研究領域やテーマが大切である。わたした
ちの社会や文化をいろいろな専門領域 壁を越えて共に考え えでは、 「伝承」という一般的 ことばは大変好都合である。さまざまな学問領域から「伝 を考えてみたいという意図 もとで、 「学際的研究」を企画したのは、そのよう 理由による。
 
 
「伝承」という営みは人 言語活動と結びついている。もちろん、
文字の記録による伝承がある。経験的に「肌」で習得されなければならない芸能や職人技がある。文化財保護、世界遺産という政策もまた伝承として位置づけられよう。ところで わたしたちの日々の営みは時間の流れでいえば、 まさに次世代へ 承 ものである。 そし 、そのなかでもっとも肝要な役割をもってい のは疑いもなく話され、
 
    耳で聴く音声言語である。
 
 
声のことばを聴く場を実践してみようと考えられたのが「ききみみ
広場」である。これは「伝承と子ども空間世界」という企画のもとで二〇〇三年から五年間継続されてきた。この催しは各地で語りを実践している語り部、ストーリーテラーなどの方々と、その話を聴こうとして参加した聴き手の出会いの場となった。
 
 
本報告書は三部からなる。第一部は研究報告、第二部は「ききみみ
広場」の記録、第三部は「ききみみ広 」から生まれた「サハの昔話」および、別冊「房総の笑い話」 （藤かおる編著）である
 
 
「 『伝承』の学際的研究」では、人の社会や文化の根源である「こ
とば」についての思考を通して実践的な試みを行ってきたこ になる。学際的な研究の展開にはなお多くの課題や可能性があろうと思う
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